
薬 学 生 新 聞

　薬学教育協議会が例年､ 各大学に調
査依頼している「薬系大学卒業生・大
学院修了者－就職動向調査」の2012
年度版により明らかになったもの。新
卒者および修士修了者等の就職状況
（進学含む）および初任給の動向につ
いて、各大学を介して調べている。
　今回調査は、２年間のブランクを経
て６年制薬剤師が初めて輩出された年
に行われた調査で、就職動向や初任給
の動向が注目されていた。今回の調査
では６年制学科卒業生で回答が得られ
た8084人のうち給与については6191
人（77％）から回答があった。
　このうち病院薬剤師に関しては、薬
剤師が含まれる国家公務員医療職俸給
表（二）の改訂により、旧来の２級１
号俸から２級15号俸へ、金額では17
万8200円から20万0800円へと引き
上げられた初めての年度となる。
　最も就職先として多かった「薬局」
の初任給については、2665人（男性
990人、女性1675人）から回答があ
った。男女とも同様の分布で、そのピ
ークは ｢24 ～26万円」、次いで「26
～28万円」「28～30万円」と続き、「30
万円超」も１割程度あった。「24万円
超」で括ると男女とも８割程度を占め
た。
　一般販売業については441人（208
人、233人）から回答があった。回答
の範囲内だが男性では74％、女性で
は62％が「28万円超」であった。「薬
局」初任給の中心帯「24～26万円」は、
一般販売業では男女ともそれぞれ２
％、７％に過ぎず、当初の入り口とし
ては、これまでと同様に薬局よりも“高
額シフト”であることがうかがえる結

果であった。
　また、今年度の就職先として３割を
占めた病院・診療所の薬剤部等につい
ては、▽国立大学法人付属病院・独立
行政法人病院（＝以下、国立大・独法）
▽公立大学法人付属病院・自治体病院
・自治体診療所（公立大・自治体）▽
私立大学付属病院・一般病院・一般診
療所（私立大・一般）の３分類にして
集計された。
　その結果、給与が分かったのは「国
立大・独法」221人（88人、133人）は、
男性の半数が、女性も４割が「20 ～
22万円」であった。さらに公務員給
与との回答が男女それぞれ13人、20
人であり、これを含めた“20 ～22万円”
は男性で63％､ 女性で53％を占めた。
なお、「20万円以下」は男性30％、女
性44％であった。
　「公立大・自治体」は「国立大・独法」
と同様の分布を示し、男女とも４割程
度が「20 ～22万円」で、同程度と見
られる「公務員給与」を合わせると“20
～22万円”は男女それぞれ57％、63％
であった。
　これに対し「私立大・一般」は
1348人（436人、912人）から回答
があった。ピークは「22 ～24万円」
で男女それぞれ34％、35％と、国公
立などに比べて、やや高額にシフトし
ていた。また「24 ～26万円」もそれ
ぞれ16％、19％、「24万円超」で括
るとおよそ４分の１が「薬局」初任給
のピークに迫っていることが分かっ
た。
　なお、「医薬情報担当者」400人に
ついては、「24 ～26万円」が最も多
く男女とも40％台であった。　
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　今年度就職した薬系大学生の初任給が「薬局」では24～26万円が最も多く、ドラッグ
ストアなど一般販売業では男性28～30万円、女性30万円超が最も多く、「病院」では国
公立系で20～22万円、これに対し私立系は22～24万円がピークであり、やや高い初任
給となった。医薬品関連企業のうちで最も就職が多い「医薬情報担当者」部門は24～26
万円が全体の４割であったが、20～26万円の範囲に８割が属し、他職種と比べると初任
給幅は狭かった。いずれにしても各職種・就職先により、初任給が大きく異なることが明
らかになった。
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